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１ わかものボーダレスプロジェクトの概要 

若者のまちづくりへの参画や若者の地域への関心を高めることを目的に、高校生が「SDGs」の理念

を踏まえ、地域や社会の課題解決に向けた政策提言を探求し発表する「令和４年度わかものボーダ

レスプロジェクト」を実施しました。 

1 月 28 日の発表に至るまで、計 5 回の勉強会とフィールドワークを開催し、高校生たちが地域を

より良くする政策提言について真剣に熱く議論しました。 

 

２ 参加者 

 今年度のわかものボーダレスプロジェクトは、こおりやま広域圏に立地する高等学校から参加者

を募り、9つの高校から 9名の高校生に参加いただきました。 

学校名 氏名 ふりがな 性別 学年 

安積高校 田中 杏奈 たなか あんな 女 1 

郡山東高校 梨本 義斗 なしもと よしと 男 2 

郡山高校 寺尾 怜生 てらお れい 男 2 

郡山商業高校 佐藤 瑠 さとう りゅう 女 1 

郡山北工業高校 藤田 悟 ふじた さとる 男 2 

あさか開成高校 増子 輝良 ましこ きら 男 2 

帝京安積高校 上遠野 航 かとうの こうた 男 2 

清陵情報高校 渡辺 叶望 わたなべ かのん 女 2 

女子大付属高校 小嶋 三貴 おじま みつき 女 2 

 

３ 運営 

株式会社エフライフ 小笠原 隼人、榊 裕美 

協力 NPO法人こおりやま子ども若者ネットワーク 鈴木 綾 

 

 

 

〇第１回 

 日時 2022（令和 4）年 11月 13日（日） 10：00～16：00 

 場所 郡山市役所 正庁 

 内容 オリエンテーション、SDGｓワーク（新聞記事から地域・社会のニュースをピックアップ）、

政策提言に向けてのレクチャー 

 

  

  

 

１ わかものボーダレスプロジェクトの概要 

２ わかものボーダレスプロジェクト（ワークショップ） 
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〇第２回 

 日時 2022（令和 4）年 11月 26日（土） 14：00～16：00 

 場所 福島コトひらく 

 内容 グループワーク（テーマ設定に向けたグループワーク、） 

 

   

 

 

 

 

〇第３回 

 日時 2022（令和 4）年 12月 4日（日） 14：00～16：30 

 場所 郡山市役所 正庁 

 内容 マンダラートを使ったテーマの深堀りワーク、自身のテーマのプレ発表 

 

 

 

 

 

 

〇第４回 

 日時 2022（令和 4）年 12月 17日（日） 9：00～16：30 

 場所 郡山広域圏各地 （株式会社いなびし、リサイクルショップ PreciousONE、まちの人事部こ

おりやま、マデニヤル株式会社、郡山市社会福祉協議会、キッズスタジオ PORTA、NPO法人青少年の

自立を支える会シオン、日本えごまの会） 

 内容 グループに別れてのフィールドワーク 

 

 

 

 

 

 

 

〇第５回 

 日時 2023（令和 5）年 1月 14日（土） 14：00～16：30 

 場所 郡山市役所 特別会議室 

 内容 リハーサル、発表に向けてのブラッシュアップ 
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■YouTubeと zoomによる生配信 

1月 28日に行われた令和 4年度わかものボーダレスプロジェクト（発表会）では、発表会の模様を zoom

と YouTubeで生配信しました。 

 

こちらの QRコードから発表会を撮影した動画を視聴できます。  

ぜひご覧ください。          

 

■堂々とした素晴らしい発表 

発表当日は体調不良で 1 名欠席となってしまったものの、後日発表動画を撮影して YouTube に投稿し、

参加者 9名全員に発表いただきました。  

どの発表も個性にあふれ具体性が高く、また、発表した高校生の立ち振る舞いも堂々としており、フィー

ルドワークでお世話になった地域の方も感心していました。発表を聞いた市長も高校生のみなさんの問

題意識の高さ、着眼点の鋭さに感心し、熱いエールや具体的なアドバイスをおくっていただきました。 

 

 

 

 

【発表テーマ】 

“推し愛”はこおりやま広域圏を救う その鍵は音楽都市郡山？！ 

【発表内容】 

●音楽と市民が共存する“音楽都市郡山”を提言 

●音楽はどんなものとも融合でき、誰もが楽しむことができるものであり無限の可能性を秘めている 

●郡山の自然豊かな公園で、若い世代が楽しむことのできる音楽フェスを提案 

●高校生が運営に関わることで人件費を抑えることができ、かつ高校生の主体性と街への愛着が生まれ

育つ 

●音楽は言語を必要としないので、国際的な都市の育成に貢献する 

 

品川市長からの コメント 

●町の中にあるピアノをどんどん使って表現してほしい 

●音楽も数学で構成されているのでぜひ勉強して学んでほしい 

●これからも心を豊かにする音楽に携わり続けてほしい 

 

サポーターコメント（小笠原） 

●田中さんはいつも明るく場を盛り上げてくれていた 

●郡山でかつて実施した音楽イベント“ワンステップフェスティバル”では数万人が訪れた 

●田中さんのエネルギーとキャラクターで面白いものをつくりあげていってほしい 

３ わかものボーダレスプロジェクト（発表会） 

(１) 田中 杏奈 
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発表資料 
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【発表テーマ】 

ボランティアを身近なものに 

【発表内容】 

●ボランティアの数も、ボランティアに参加する人の数も少ない現状がある 

●ボランティアは、自主性・自発性が育ち、多くの人と出会うなど普段できない経験ができる素晴らしい

体験である 

●ボランティアを知る機会とボランティアの企画を募集するしくみが重要 

●「まちの人事部こおりやま」では実際にボランティアをしてほしい人とボランティアしたい人のマッ

チングを行っている 

●ボランティアが身近になり、地域全体が助け合える街にしたい 

 

(２) 梨本 義斗 
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品川市長 コメント 

●ボランティアは誰かと一緒にではなく、「自分がやるんだ」という意識が重要 

●人事部という仕組みがあるのは世界でも日本だけ 

●梨本さんの得意なピアノを母校で弾くなどのボランティアも行ってほしい 

 

サポーターコメント（鈴木） 

●社会活動に参加している人の調査によると、大学生や高齢者が多い 

●いろんな体験をしたいと思っている若い人は増えているという統計がある 

●これからどんどん若い人の視点でボランティアを広げていってほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

高校生と地域防災～高校生が担う地域の防災～ 

【発表内容】 

●避難所の環境改善を行うことで災害関連死をなくしたい 

●日中に発生した災害においては災害時に力を発揮できる仕組みをつくりたい 

●災害発生時、高校生が地域巡回・避難所運営など適材適所にわかれて動くことのできる仕組みを「大槻

モデル」として提案 

●大槻モデルを広めるため、高校代表者との連携や日頃の防災訓練講習への参加などが求められる 

●地域防災に高校生の力を活用する仕組みづくりを市が主導することで公共×公助が実現 

 

品川市長 コメント 

●「行政サービス」から「行政サポート」という考えに移行しているので、共助という考えがぴったり合

った発表だった 

●防災は地域ごとに必要な情報が異なるので、どのような対策が必要かまずは自分が住んでいる地域や

高校の周りなど身近な地域の防災について調べてみるとよい 

●学校の部活でも積極的に取り組んでほしい 

 

サポーターコメント（小笠原） 

●堂々としたプレゼンで、才能を感じた 

●高校生として何ができるか、自分たちが当事者としてできる最善の提言をしてくれた 

●このモデルを郡山から広く広めていってほしい 

 

(３) 寺尾 怜生 
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発表資料 



 

10 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【発表テーマ】 

未来の子どもたちをみんなで育てる 

【発表内容】 

●我が家のように、実の親子でなくても一時的に子どもを預かる里子の制度がもっと広まってほしい 

●日本では親が子を育てるのが当たり前の風潮があり、里子の制度を知っている人は少なくそれを知る

(４) 佐藤 瑠 
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機会も少ない 

●授業で子育てに関する“共育”を取り入れ、地域で一時的な預かりをする家を増やすための政策を提言 

●地域の中で里子を育てるイメージをわかりやすく説明すると「ももたろう」 

●実親以外の大人が子どもを育てるのが当たり前の社会をつくっていきたい 

 

品川市長 コメント 

●郡山市でも、数年前に病院に置かれていた子どもを施設で引き取り市長が名付け親になったことがあ

る 

●子どもたちが学校で見せる姿と家庭で見せる姿が異なり、現状がわかりにくくなっている 

●自治体としても考えていかねばならない問題を一緒に考えてくれていることが申し訳ないと思うと同

時に、感謝している 

 

サポーターコメント（鈴木） 

●生まれた家に関わらず、地域の中でみんなで子どもを育てることが大切 

●里子と一緒に暮らす経験をしたことのある佐藤さんが訴えることで、より広く社会に伝えることがで

きる 

●学校現場でも、佐藤さんが先生になって自身の経験を伝えていってほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

福島県ごみ排出量ワースト脱却プロジェクト 

【発表内容】 

●福島県のゴミの排出量が全国でワースト２位という事実にとても衝撃を受けた 

●ごみを減らすためにはごみの分別が必須だが、分別の重要性を知っている人は少ない 

●ごみの分別を促すために、自分が関わっている eスポーツのイベントで情報発信を行うことを提案 

●ごみ箱のふちを光らすゲーミングごみ箱を設置するなど、ゲーム好きの人にごみの分別について興味

を持ってもらえるように 

●イベントでの取り組みを継続して行い、福島県からごみ削減の取り組みを全国に広げていきたい 

(５) 藤田 悟 
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品川市長 コメント 

●解体したあとの廃棄物をどうしたらよいかについて考えるのはどうか 

●市で出しているごみカレンダーの改善は SDGsにつながる 

●環境は自分ごとになりにくい問題。身近にやることが重要だが難しい 

 

サポーターコメント（小笠原） 

●既に実践をしていたり、学校でも様々なことに取組んでいたりなど、行動力が素晴らしい 

●得意なことと自分の課題意識をつなげた、具体性のある良い提言 

●会社としてもぜひイベントに協力したいので、これからも見守って応援している 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

【発表テーマ】 

音楽を使った郡山市の活性化 

【発表内容】 

●音楽都市郡山を、音楽の力でもっと盛り上げたい 

●ライブハウスはいくつかあるが、野外で音楽活動を行うことのできる場所や機会が少ない 

(６) 増子 輝良 
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●土地が広く自然が多い郊外に野外フェス会場を整備し、音楽イベントを実施することを提案 

●音楽は人を救うことのできる唯一無二のツール 

●「福島といえば音楽」と言われるほど、音楽を通じて町を盛り上げたい 

 

品川市長 コメント 

●実施するのにどれくらいの運営費用が必要か、計算してあぶり出してみることが必要 

●市役所としても応援できることは応援するのでぜひ頼ってほしい 

●かつて 1974年に開成山公園で開催した音楽イベントを参考にするとよい 

 

サポーターコメント（鈴木） 

●自分がどの立場として関わりたいかを明確にしたうえで進めていくとよい 

●やりたい人を参加者として応援することも、とても大事なこと 

●いろんな関りの人の想いが紡がれていくととても良いイベントになる 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

〇〇〇を世界に 正しい〇〇〇で健康に 

【発表内容】 

●えごまが田村市の特産であることや、えごまの本当のおいしさを知っている人は多くはない 

●多くの農家が間違った栽培をしていることで、えごまが酸化してしまい、良質ではない製品が出回っ

ている 

●農家や市役所など多くの人が連携して正しいえごまを広めていくことが必要 

●地域マルシェでえごま本来の味を活かした製品を販売して、えごまを広めていきたい 

(７) 上遠野 航太 
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●正しいえごまが世の中に広まり、みんなが健康になる社会をつくっていきたい 

 

品川市長 コメント 

●少量でもマーケットになる「ロングテール」というモデルを目指していくことが良い 

●健康にどのような効用があるか、研究していくことで道が開ける 

●シェフになるために、えごま以外の料理も同時に研究していくことが必要 

 

サポーターコメント（小笠原） 

●実際に農家さんのお話を聞いて、自分が描いていた考えを柔軟に変えていった点が素晴らしい 

●えごまを広めていくために、これからもいろんな人の声を聞きながら取り組んでほしい 

●地元の食材を大事にできるシェフは地域から求められているので、他の食材も同じように関心を向け

て取り組んでほしい 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

海や湖をきれいにしてきれいな状態を保ちたい！ 

【発表内容】 

●リサイクルできるはずのプラスチックが捨てられていることに問題意識を持つ 

●プラスチックの回収過程に着目し、みんながリサイクルしたいと思うゴミ箱を設置することを提案 

●子どもや学生も興味をもって、リサイクルしたくなるデザインのゴミ箱を考案 

●バス停に設置すれば、バスの待ち時間に興味を持ってもらうことができる 

●誰もがプラスチックをリサイクルしたくなる社会をつくっていきたい 

 

品川市長 コメント 

●ごみを「捨てないで」というのではなく、思考を変えて遠回しに呼びかける「ナッジ」という理論を取

り入れた素晴らしいアイディア 

●なぜごみを捨てればいけないのか、マイナスの要因を説明できるようになるとよりよい研究ができる 

●大きな 1問題も小さな 1歩から取り組むことが大事 

(８) 渡辺 叶望 
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サポーターコメント（鈴木） 

●アイディアを出すということも大事な参加の方法 

●子どもや若者世代が関心を持てることを、当事者の目線から発信してくれた 

●いかに人を惹きつけるかというデザインについて書かれた「弱いロボット」という本が参考になるの

でおすすめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発表資料 
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【発表テーマ】 

ゴミの分別促進とカラス被害を減らそう～カラスってどうやったら近づかないの？～ 

【発表内容】 

●ゴミ出しのたびにカラスの被害があり、またきちんと分別ができていないことに問題を持つ 

●ゴミ捨て場、カラス対策、ゴミの分別の改善が必要 

●網を立体的にし、カラスのくちばしが届かないかつ郡山らしいデザインのゴミ捨て場を提案 

●ごみの捨て方を小さな冊子にまとめて市内の店舗に設置することを提案 

●カラス被害でゴミ出しが憂鬱にならず、SDGs を当たり前に意識して地球を大切にできる未来をつくっ

ていきたい 

 

※小嶋さんは報告会当日欠席し、後日動画収録という形で発表を行ったのでサポーター及び市長からの

コメントはありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９) 小嶋 三貴 

発表資料 
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プロジェクトを伴走してきたサポーターの小笠原さん、鈴木さんから、総評にかえて高校生の皆さんに

向けて応援のメッセージがおくられました。 

 

小笠原さん 

皆さんお疲れ様でした。本当に大変だったと思います。こうやっていろんな人の前で自分のアイディア

を言うっていうのはすごく勇気がいることですし、3ヶ月という中でかなり高密度を濃くやってくれたと

思います。もちろん完璧なものなんか作れないと思うんですけど、この期間中に一生懸命考えてそこに

向き合ったっていうことが、すごく大事だと思うんですよね。 

だから今日、いろんな発表を聞いて、気づきもいろいろあったと思うんです。仲間がこんなふうに考えた

んだな、みたいな。我々もすごく気づかせてもらいましたし、高校生のときに自分がこんな風にできたか

って言ったらそうじゃない大人もいっぱいいると思います。 

そんな中でみんなが本気を出して今日この時点ではこういうものを作りあげ、さらにこの先どうなって

いくかということがすごく楽しみだし、本当に僕自身が今日ワクワクしてこれから 9 人、これをきっか

けに素晴らしいプロジェクトが動き出して、何か形になっていくのかなと。たとえプロジェクトが違う

ものになったとしても、素晴らしい 9 人の人材がこの街を良くしていくんだなって感じられたのがとて

も嬉しいことでした。これからも楽しみにしています。 

 

鈴木さん 

冒頭で小笠原さんが「政策提言というのは、ただ投げるだけではなくて自分が当事者になってやること

だ」というような話もしてくれたんですが、まさしく僕も皆さんに、僕がやることを宣言したいなと思い

ます。 

僕は普段、子供若者を応援する仕事をしているので、ぜひ皆さんがこのプロジェクトを前に進めたいと

思ったときにぜひ頼ってください。僕や僕の仲間たちが全力で皆さんの力になりたいなと思っています。 

もちろん得手不得手があるという言い訳はするんですけれど、必ず皆さんと一緒に進みたいなと思って

いるので、メッセージを言うだけじゃなくて、僕は一緒にやりますよっていう宣言をして、かつ皆さんの

発表に感謝して総評としたいと思います。どうもありがとうございました。 

 

 

 

 

最後に、品川市長から、地域をより良くするための政策提言を熱心に考え発表した高校生へメッセージ

がおくられました。 

 

「皆さん、いい意味でませてるなと。自分の高校・中学校時代を振り返りますと、皆さんが悩んで考えて

いるようなことに全く関心を向けませんでした。そういう情報に接しませんでした。 

もっぱら、兄弟そして学校が唯一の情報源でしたから、皆さんのように広く関心を得ることはできませ

４ サポーターからのメッセージ 

 

５ 品川市長からのメッセージ 
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ん。そういう意味で、大きく情報環境が変わっているんだなってことを改めて知りました。 

しかしそれ以上にですね、皆さんが本当にいろんなことを考えて、心を悩ませ一生懸命考えておられる

ことに感心するし、敬意を表したいと同時に、ある意味で申し訳ないなと。 

我々、このような職業にある者が、皆さんにそこまで考えさせてしまっているのかという思いも致しま

した。しかし、これはもういい悪いを言ってもしょうがないので、たくさん情報を得られる情報社会の、

まさにそれぞれの世代がこの情報社会でどういう思考活動をしているのかということを今日は実感させ

ていただきました。 

 

“ワークスルー”という言葉がありましてね、ビルゲイツさんとか一生懸命やっている世界のリーダー

は、学生時代にいろんな企業に行って、知恵も出す、それから勉強する中でいつの間にか世界のビルゲイ

ツになっちゃったっていうのはありましたね。 

そう考えながら、ひょっとしたらこの中にもビルゲイツがいるんじゃないかと。 

皆さんもこういうことを研究したい、こういう勉強がしたいというのがありましたら、市役所が力にな

りますので。もちろん学校でも、先生方にどんどん質問してガイダンスしてもらってください。 

ただ一つ大事なことは、私も高校生時代にこれをしておけばよかったなと思うことがあるんですね。そ

れは何かと言ったら、私はいわゆる文系でしたから、勉強はあまりしなかったんですが、今にしてみると

化学や数学はちゃんと勉強しておけば、世の中に出たときにもうちょっと深い仕事ができたんじゃない

かという思いをしております。今、どんな企業でも、どうやってサンプリングするとか、どうやって企業

の分析ができるかっていうのはもう数学の知識なしにはできません。 

皆さんが今日発表されたことをずっと持続する精神で関心を持って研究する、あるいは企業に勤めても

皆さんの考えていることを実現するためにはね、やはりサイエンスと数学はしっかり勉強しておいた方

がいいなということをおすすめしておきます。音楽も尽きるところ数学なんですと、音楽家が言ってい

ますから。 

 

そんなふうにしてこれからの皆さんの学生生活を過ごしていただければ我々今、社会の一翼を担った市

としては大変ありがたく存じます。ぜひ、今日をご縁に市役所の仕事にも関心を持っていただいて、将来

市役所に勤めたり、将来市役所に務める価値があるなと思っていただければ我々としても本望です。 

 

今日は発表者以外にも保護者の方、あるいは関心を持って来ていただいた方もおられました。ありがと

うございます。 

まさに生涯学習時代でありますので、我々もずっと「なんでなの」と問うこと、常に聞く力をもっていき

たいと思います。 

 

1 月 23 日の日経新聞の特集記事がありましてね、これはいろんな方が言っているので私自身も実感して

いるんですが、「誠実に君の時間を利用せよ。何かを理解しようと思ったら、遠くを探すな。近くを探し

てごらんなさい」とゲーテさんの言葉です。それからグラミン銀行の創設者ムハマド・ユヌスさんの言葉

「大きく考えて、小さいことから始める」私もいくつかそういう経験をしておりますから、皆さんの小さ

いようだけれども、鋭い関心・問題意識を大事にしてください。 

そんなことが非常に私としても記憶に残りまして、まさに老婆心ながらご紹介申し上げました。 
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まだまだコロナ感染症の勢いが止まりませんけれども、どうぞ 1 日 1 日を大事に素晴らしい高校生活、

そして次の青春時代を大いに謳歌できるように期待しております。また、市役所が役に立つことがあり

ましたら、何なりとお声がけください。今日は本当にありがとうございました。 

 

 

 

 

■ 参加した高校生の感想をご紹介します 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

●これをやりたいなと思っても、正直難しいことの方が多いと思っていました。今回参加させていただ

いて「高校生だからできない」じゃなくて、「高校生だから」できることがかなり多いと思いました。こ

の発表をゴールではなく、スタートにしていきたいです。 

●いろいろな人に会うことが出来たし、フィールドワークでもたくさんのことを学ぶことが出来てとて

もよかったです。今後も、いろいろなところに目を向けて探求していきたいと思いました。 

●最初は不安でしかなかったけれど、みんなと活動していく中で楽しいと感じるようになり、結果的に

は「やってよかった」と思うようになりました。 

●最初はどうなるかと思いましたが、なんとか形にでき、また自分のやっていることに対してもっと自

信をもってできるように感じました。 

●政策提言はどこか遠いことのように感じていたけど、自分たちでもできる、むしろ自分たちだからこ

そできることがあると知ってとてもワクワクしました。とても充実した 3か月間でした。 

●テーマについてより深く考えていくのは難しいと思ったが、そこから学べることも多く、良い人生経

験になったと感じました。 

 

 

 

 

 

６ 参加した高校生の声 
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令和 4年度わかものボーダレスプロジェクト報告会の様子は、下記のメディアにおいて報道されまし

た。 

 

【新聞】 

福島民報 R5.1.30 朝刊 

福島民友 R5.1.31 朝刊 

【テレビ】 

テレビ局 ＦＣＴ 

放送日 R5.2.5 

番組名 郡山市週間トピックス 

 

 

 

 

 集まった当初は、自分が考えていることを言葉にするのも難しく、初めて出会う人とのコミュニケー

ションにも躊躇している様子でしたが、回を進めるたびに自分のプロジェクトとしての想いが増し、単

なる“提言”ではなく、自分自身の“宣言”として取り組んでいく姿が印象的でした。 

彼ら・彼女らが報告会で発表した言葉に嘘偽りはなくまぎれもなく「この地域社会を良くしたい」と

いう想いそのもので、想いのこもった力強い発言に心を動かされました。 

プロジェクト終了後も多くの生徒がフィールドワーク先でつながった方々とコンタクトを取って、自

らのプロジェクトテーマに取り組んでいる姿に頼もしさを感じています。 

今回のプロジェクトでの出会いや学びを、自分たちの人生の糧として、これからも様々なことに取り

組んでいただきたいと思います。 

 参加いただいた 9名の高校生、そして高校生のチャレンジを支えてくださった地域の皆様に心から感

謝申し上げます。ありがとうございました。 

（株式会社エフライフ 榊裕美） 

７ メディア掲載 

８ おわりに 
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